
平成30年度 地域型住宅グリーン化事業

「東海温故創新の家」

平成30年8月8日(水)更新



事業の目的をグループ構成員全員が
理解し、目標を達成して頂くことが⼤切

地域型住宅グリーン化事業とは・・・

【目的】地域の⽊造住宅・建築物について、⽣産・維持管理体制の強化

地域の木造住宅市場の地域経済の活性化

木材自給率の向上及び森林・林業の再生

地域の住文化の継承及び街並みの整備

省エネルギー化に向けた技術力の向上

原⽊供給者

工務店
設計事務所

流通事業者
プレカット工場

製材工場

グループ

共通ルールの策定

工務店や関連業者と共にグループを構築し、
グループが供給した地域材を活用した
⽊造住宅・建築物の供給の促進や三世代同居への
対応等に対して⽀援を⾏うことにより・・・

地域工務店が供給する住宅に関する
消費者の信頼性向上
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複数世帯の同居しやすい環境づくり



29年度からの変更点

① 上限⾦額の変更

② 1⼾当たりの補助⾦を各社で変更できる

③ 交付申請書類の提出時期が変更

④ 着工前（更地）の敷地写真での看板内容の変更

⑤ グループの共通ルールを⼀部変更
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主な変更点は以下の3点



変更点① 上限⾦額の変更

◎認定低炭素住宅
上限100万/⼾ 上限110万/⼾

◎性能向上計画認定住宅
上限100万/⼾ 上限110万/⼾

◎ゼロ・エネルギー住宅
上限125万/⼾ 上限140万/⼾

⾼度省エネ型

木 造 住 宅 ※平成27〜29年の地域型住宅グリーン化事業の実績で確認

◎住宅性能評価（設計住宅性能評価・建設住宅性能評価）＋⻑期優良住宅
上限100万/⼾ 上限110万/⼾

⻑寿命型

◎認定低炭素建築物等⼀定の良質な建築物 延床面積1㎡あたり1万

優良建築物型
木 造 建 築 物
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地域材加算上限20万
三世代同居加算上限30万

4⼾以上の⼯務店 3⼾以下の⼯務店

4⼾以上の⼯務店 3⼾以下の⼯務店

4⼾以上の⼯務店 3⼾以下の⼯務店

4⼾以上の⼯務店 3⼾以下の⼯務店



変更点② 補助⾦額の変更

⻑寿命型1⼾分の分配があった場合例

⻑寿命型
1⼾分(100万円)

（⻑寿命型）50万
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（⻑寿命型）50万

⻑寿命型
1⼾分(100万円)

（⻑寿命型）50万

（⾼度省エネ型）50万

⻑寿命型
1⼾分(100万円)

（⻑寿命型）60万

（⻑寿命型）
40万

下限50万



変更点③ 交付申請書類の提出時期が変更
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以前まで当協会では…

⼯事請負契約 ⇒ 交付申請書類を提出 ⇒ 性能評価住宅の申請等 ⇒ 着⼯

⼯事請負契約 ⇒ 性能評価住宅の申請等 ⇒ 交付申請書類を提出 ⇒ 着⼯

今年度のグリーン化事業から…

締結後1ヵ月以内



変更点④ 敷地写真での看板内容の変更
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・採択通知の番号、建築主名、撮影日が記載された看板を写し込んで
着工前(更地の)敷地写真を撮影

・異なる場所（対角となる2方向）から撮影した敷地全景が2枚必要

電⼦⿊板(看板)を使用する場合、
「デジタル工事写真の信憑性確認
（改ざん検知機能）」のアプリのみ使用できます。

また、交付申請時に電⼦データが必要になります。

・看板の記載事項が読み取れないもの
・記載事項がないもの
・看板が無いもの

などは交付決定されません



住宅性能表⽰制度とは

2000.4.1 住宅の品質確保の促進等に関する法律（品確法）
《品確法3つの柱》
■10年の瑕疵担保責任の義務化 ■住宅性能表⽰制度の制定 ■紛争処理機関の整備

2009.6.4 ⻑期優良住宅法
「ストック型社会」の実現に向け、住宅性能表⽰制度をベースに基準を定め、
優遇税制や住宅履歴書で普及促進。

2015.4.1 住宅性能表⽰制度 性能表⽰事項⾒直し
必須項目が⻑期優良住宅と同じになった

●は必須項目 ○は選択項目 ⼀般社団法⼈住宅性能評価・表⽰協会 参考

「住宅性能表⽰制度」とは、住宅の性能をわかりやすく等級や数値で表⽰する制度のこと
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料⾦の違い（例）

⻑期申請
⻑期の
検査

設計
評価

建設
評価

瑕疵保険 合計
(税込)保険料 検査料

住宅性能評価
＋

⻑期
7,560 なし 43,200 86,400 37,790 5,400 180,350

⻑期
＋

現場検査
（4回）

49,680 75,600
今まで
なし

今まで
なし

42,820 26,260 194,360

※ 瑕疵保険会社で設定している独自の検査(内装検査等)は、瑕疵保険会社にご確認ください。 9

例 100㎡の住宅、(⼀財)ベターリビング、住宅あんしん保証で試算



住宅性能評価メリット

法的に位置付けられた評価書となる

瑕疵保険の検査が省略される

フラット35の中間検査が省略される

住宅性能証明を改めて受ける必要がない
贈与税の非課税措置のための

2種類の評価書で信頼度アップ！
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外皮の熱性能
断熱等性能等級4
（UA値とηA値）

⼀次エネルギー消費量
⼀次エネルギー消費量等級5
（省エネ基準のー10％）

認定低炭素住宅について

定量的評価項目

-10%

低炭素基準省エネ法の
省エネ基準

➊~➑項目のうち2つ以上を選択

選択的項目

❶ 節水に資する便器or水栓を採用
もしくは食洗機を設置

❷ ⾬水、井⼾水等の利用の設備を設置
節水
対策

❸ HEMSを設置
❹ 太陽光等の発電設備及び連携した

定置型蓄電池を設置
エネルギー

マネジメント

❺ 以下のいずれかを講じる
・緑地・水面が敷地面積の10%以上
・日射反射率の⾼い舗装面積が
敷地面積の10%以上

・緑化または日射反射率の⾼い屋根材面積が
屋根面積の20%以上

・壁面緑化を⾏う面積が外壁面積の10%

ヒート
アイランド

対策

❻ 劣化の軽減に資する措置
❼ ⽊造住宅
❽ ⾼炉セメント・フライアッシュセメン
トを構造耐⼒上主要な部分に使用

建物の
低炭素化

市
街
化
区
域
で
建
て
る

→➊と❼を選択する方が多い 11

用途地域が設定
されている場合
もOK



性能向上計画認定住宅について

外皮の熱性能
断熱等性能等級4
（UA値とηA値）

⼀次エネルギー消費量
⼀次エネルギー消費量等級5
（省エネ基準のー10％）

定量的評価項目

-10%

低炭素基準省エネ法の
省エネ基準

➊~➑項目のうち2つ以上を選択

選択的項目

❶ 節水に資する便器or水栓を採用
もしくは食洗機を設置

❷ ⾬水、井⼾水等の利用の設備を設置
節水
対策

❸ HEMSを設置
❹ 太陽光等の発電設備及び連携した

定置型蓄電池を設置
エネルギー
マネジメント

❺ 以下のいずれかを講じる
・緑地・水面が敷地面積の10%以上
・日射反射率の⾼い舗装面積が
敷地面積の10%以上

・緑化または日射反射率の⾼い屋根材面積が
屋根面積の20%以上

・壁面緑化を⾏う面積が外壁面積の10%

ヒート
アイランド

対策

❻ 劣化の軽減に資する措置
❼ ⽊造住宅
❽ ⾼炉セメント・フライアッシュセメン
トを構造耐⼒上主要な部分に使用

建物の
低炭素化

市
街
化
区
域
で
建
て
る

これだけ

※フラット35S⾦利Aプランは適用できますが、
現時点では、税制優遇はありません。
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ゼロ・エネルギー住宅について

【C】

【A】
断熱強化

&

設備性能
向上

本事業のゼロ・エネルギー住宅

基準エネルギー消費量

【B】

太陽光
発電 等

⼀次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

0

全体のエネルギー削減率（R） ＝（A+B）/ C ×100

太陽光を除くエネルギー削減率（R0）= A / C ×100

ゼロ・エネルギー住宅
→地域型住宅グリーン化事業

国土交通省

ZEH （Zero Energy House）
→経産省や環境省の補助事業

経済産業省・環境省

⼀次エネルギー消費量が概ねゼロの住宅
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❶ 所管⾏政庁による低炭素建築物の認定
❷ 認証機関等の第三者によるCASBEEの認証（BEEランク1.0(B+)以上）
❸ 評価機関による建築物省エネルギー性能表⽰制度BELSの評価（BEIの値1.0以下）

❶~❸のいずれかを満たすこと

★★の場合は以下の2項目を満たすこと（★★★以上の場合は不要）
・外皮基準が28年基準相当
・BEMSの設置
・太陽光発電等の設備及びこれと連携した定置型蓄電池を設置
・劣化対策等級3相当
・バリアフリー法で定める建築物移動等円滑化基準を満たしていること
・床・壁・天井などの内装について床面積の過半を地域材による仕上げ
もしくは外壁の⾒付面積の過半を地域材による仕上げ

優良建築物型の要件

採択通知日以降に着⼯（根切り等の着手）

柱・土台・梁・桁は地域材を使用

床面積が55㎡以上

非住宅

内装材はなるべく
後藤木材の木材圧縮技術を
施したフローリング材を使用
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三世代同居対応住宅の要件

対 象 要 件

調理室
・給排水設備と接続されたキッチン用水栓およびキッチン用シンク
・コンロまたはIHクッキングヒーター
（ガス栓か電気コンセントがある設置するスペースでも可）

・キッチン用の換気設備

浴室 給排水設備及び給湯器に接続された浴槽またはシャワーがあり
防水の措置がされていること

便所 ⼤便器があること （⼩便器のみでは要件を満たさない）

玄関
玄関扉と室内土間（土足の着脱スペースおよび収納を有し、それぞれの土間の
面積が概ね同等の場合に限る）があること
勝⼿⼝（調理室、⾞庫等に直接出⼊りするためのもの）や外側から施錠できな
い出⼊り⼝（窓等）は対象外

調理室、浴室、便所、玄関 のうち

２種類を住宅内に複数ヵ所設置

例 便所と玄関をそれぞれ2箇所設置 など 15

要件を満たしても、
間取り等が三世代同居対応
でなければ認められない

洗面器は認められない



⻑寿命型
住宅性能評価（⻑期優良住宅）



補助対象について【⻑寿命型】

共通ルールを満たしている住宅性能評価要件

《4⼾以上の工務店※》上限100万 《3⼾以下の工務店※》上限110万
（地域材加算 上限20万、三世代同居加算 上限30万）補助額

1工務店あたり７⼾（年間55棟以上は1⼾まで）
上限
⼾数

【請負契約の場合】30年度内に請負契約書を締結
採択通知日以降に着工

【売買契約の場合】採択通知日〜30年度内に着工
実績報告までに売買契約を締結

対象
期間

三世代同居対応住宅を
3⼾以上建てると
上限10⼾となる

⻑期優良住宅でも可
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根切り工事⼜は基礎杭打ち工事に着⼿すること
（地盤改良から着工となる）着⼯

配分された場合のみ

※平成27〜29年の地域型住宅グリーン化事業の実績で確認



1． 基本的には設計性能評価住宅として設計する

2． 重要事項確認書を用いて住まい⼿と登録設計士が共通ルールを確認

3． 柱は県産材認証材、梁・桁・土台は地域材

4． 耐震等級2⼜は３の確保

5． 外からの視線を遮る工夫を施す

6． 地域資源の中から⼀品を施工

7． 地域のまちづくり協議会等が設けるガイドラインがある場合、考慮して設計

8． 材種・数量・単位が明確な⾒積書の提⽰

9．維持管理計画書を作成（JBNのフォーマットを参考）

10．全国⽊造⽣産体制強化地域協議会主催の「省エネルギー技術者講習会」受講

11． JBN「住まいの管理⼿帳」を活用し、住宅の⼿⼊れの仕方等について説明

設計段階【⻑寿命型】 必須

⻑期優良住宅でも可
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1．設計性能評価住宅

基本的には『設計性能評価住宅』として設計
●は必須項目 ○は選択項目

⼀般社団法⼈住宅性能評価・表⽰協会 参考

※⻑期優良住宅のみで申請する場合、現場確認(現場検査)を実施しなければならないので
評価機関は「ベターリビング」「住宅あんしん保証」のどちらかへ申請
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住
宅
性
能
評
価
＋
⻑
期

1．書類の流れの違い

⻑
期
＋
検
査

評 価 機 関

⻑期
依頼書等

図面
計算書等

設計
申請書等

図面
計算書等

⻑期
依頼書等

⻑期
添付図書

現場確認
依頼書等

設計⻑期
添付図書

建設
申請書等⻑期

適合書

設計
評価書

建設
評価書

⻑期
適合書

⻑期
現場確認書

提出 評価 交付

提出

現場
検査

提出

評価 交付 提出 現場
確認

これが
増えるだけ

交付

交付

所
管
⾏
政
庁
提
出

着

工

所
管
⾏
政
庁
提
出

着

工
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2．重要事項確認書

東海⽊造住宅協会HPからダウンロード

印

印

印

印

印印

印鑑は認印
(シャチハタは不可)
印鑑は認印
(シャチハタは不可)

登録設計士は本事業に登録
している設計事務所の設計士
登録設計士は本事業に登録
している設計事務所の設計士

共通ルール確認は『重要事項確認書』共通ルール確認は『重要事項確認書』
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3．地域材について

ぎふ証明材、ぎふ性能表⽰材、あいち認証材、
三重の⽊、あかね材

ぎふ証明材、ぎふ性能表⽰材、あいち認証材、
三重の⽊、あかね材、合法⽊材

柱 → すべて県産材認証材
梁・桁・土台 → 基本的にはすべて地域材

を必ず使用

県産材認証材
(柱)

地域材
(梁・桁・土台)
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3．地域材について 【流れ】

図面等を用いてお施主様と使用する材料を協議

お施主様、登録設計士が重要事項確認書へ捺印

使用する材料が決定次第
「東海温故創新の家 設計確認 打ち合わせシート」
を用いてプレカットの打ち合わせをする

「⽊拾い表」、「地域材使用量確認表【計画】」
を流通業者が作成
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4．耐震等級について

許容応⼒度計算もしくは壁量計算により
耐震等級2又は3を確保

耐⼒壁計算方法 基礎チェック方法 横架材チェック方法

① 品確法の壁量計算 基礎スパン表 横架材スパン表

② 品確法の壁量計算 基礎スパン表 許容応⼒度計算

③ 許容応⼒度計算 許容応⼒度計算 許容応⼒度計算

▼評価方法は下記①②③のいずれかの方法▼

※2013年2月より岐⾩県⽊材協同組合連合会「岐⾩県産スギ横架材スパン表」は使用不可
24



4．耐震等級について【流れ】

設計事務所の設計士が許容応⼒度計算⼜は
壁量計算を⾏い、耐震等級２⼜は３を確保

⻑期優良住宅適合証もしくは計算書を用いて
お施主様へ確認

お施主様、登録設計士が重要事項確認書へ捺印
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▼外からの視線を遮る方法を事務局から指定した方法から選択▼

その他、住まい⼿と協議し、決定でも可

5．外からの視線を遮る⼯夫を施す

外からの視線を遮る方法を住まい手と決定

・格⼦の設置 ・⽣垣の設置
・植栽の計画 ・すだれ・よしず掛の設置
・窓の⾼さ・向きによる工夫 ・窓の開閉方向による工夫
・外付けルーバーの設置
・すど・内障⼦・カーテン・ブラインドの設置

26



5．外からの視線を遮る⼯夫を施す【流れ】

選択肢について話し合う

⽴面図もしくは建具表に具体的な施工方法を記載し
お施主様へ説明

お施主様に納得して頂いたら決定

お施主様、登録設計士が重要事項確認書へ捺印
27



6．地域資源の選定

中小企業地域資源活用促進法に基づく
地域資源の中から⼀品を選び施⼯

美濃和紙、美濃焼、⻄濃⼤理⽯ 等
三州⽡、瀬⼾焼、常滑焼 等
四日市萬古焼、伊賀焼、伊勢形紙 等
⻑浜ガラス、信楽焼、⼋幡⽡ 等

（その他、住まい⼿と協議し、決定でも可）

(例)愛知県の工務店様が岐⾩県で建築する場合…
岐⾩県の地域資源を⼀品施工

岐阜県
愛知県
三重県
滋賀県

28



6．地域資源の選定 【流れ】

選択肢について話し合う

選択肢以外で、県で指定されている地域資源を選択
する場合、地域資源活用のHPから検索
（東海⽊造住宅協会HPからもリンク）

平面図もしくは特記仕様書に具体的な施工方法を記載、
お施主様へ説明

お施主様に納得して頂いたら決定

お施主様、登録設計士が重要事項確認書へ捺印
29



6．地域資源活用の例

30



7．まちづくり協議会等が設けるガイドライン

各地域のまちづくり協議会(任意団体)等があり、
デザインや住まい方に関するガイドラインがあるか確認

お施主様に説明する

確認したらお施主様、登録設計士が重要事項確認書へ捺印

各地域のまちづくり協議会(任意団体)等があり、
デザインや住まい方に関するガイドラインが
ある場合、住まい手に説明

31



7．まちづくり協議会等が設けるガイドライン

▼岐⾩市▼

32

例 ▼⼀宮市三条地区▼



8．⾒積もり

お施主様に説明し、納得して頂いたら決定

お施主様、登録設計士が重要事項確認書へ捺印

⾒積もりは⼀式表⽰ではなく、
材種、数量、単価を明確に表記

33



▲JBNのフォーマット

9．維持管理計画書の作成

維持管理計画書を作成
（JBNのフォーマットを参考に）

1・3・5・10・15・20・25・30年
で点検の計画を作成

設計性能評価住宅の評価にて確認

重要事項確認書に捺印して頂く

指定はないが、JBNのフォーマットを使用する方は
東海木造住宅協会HPからダウンロード

34



10.「省エネルギー技術者講習会」

全国木造生産体制強化地域協議会主催の
「省エネルギー施⼯・設計技術者講習会」を受講

24年以降に受講していればOK

35



11．JBN「住まいの管理手帳」

住宅の手入れの仕方等について説明

【初めて取り組む工務店のみ】
JBN「住まいの管理手帳」を活用し、
住宅の手入れの仕方等について説明

初めて取り組む工務店に対して
JBN「住まいの管理⼿帳」を
東⽊事務局から郵送

JBN「住まいの管理⼿帳」を用いて
お施主様に説明し、理解して頂く

重要事項確認書に捺印して頂く 36



設計段階【⻑寿命型】

1． 卓越風の解析等を基に開⼝部の位置を協議し、決定

2． 岐⾩・愛知・三重・滋賀の建材流通店から購⼊した建材を推奨する

3． 住宅⾦融⽀援機構監修、住宅⾦融普及協会発⾏の「⽊造住宅工事仕様書」

に基づき仕様を定める

4． 当協会主催の「後継者塾or右腕育成塾」と「営業⼒向上委員会」に参加

5． 事例発表会や現場⾒学会に参加し、⽊材製品の製造や加工業におけるリードタイム

短縮や仕掛け品の圧縮への取組みについて実体験し、建築現場で取り組む

6． 和室や畳を設計になるべく取り⼊れ、襖をなるべく設置

7． 愛知県で建築する物件は三州⽡をなるべく使用

8． 美濃和紙等の和紙を利用する場合はなるべく障⼦紙として使用

9． 維持管理対策等級3は東海⽊造住宅協会の住宅型式性能認定を利用

任意

37



申請段階【⻑寿命型】

1．契約後すぐに東⽊事務局へ交付申請の書類を提出

2．住宅性能評価の評価機関は、特に指定なし

3．設計住宅性能評価が終わったら、建設住宅性能評価

の書類等を、設計住宅性能評価と同じ評価機関へ提出

必須

38

今年度
から



1．交付申請

契約後すぐに補助⾦交付申請の書類を
東海木造住宅協会の事務局へ提出

39

資料ダウンロードから
交付申請の書類を
ダウンロード

資料ダウンロードから
交付申請の書類を
ダウンロード

工事請負契約後１ヵ月以内に
補助⾦交付申請の書類を提出

問題がなければ、
東⽊事務局から受理証をFAX

認定申請

着工可能

※問題があれば、事務局から連絡します



２．3．住宅性能評価の申請 【流れ】

住宅性能評価の評価機関は、特に指定なし
設計住宅性能評価の評価後、建設住宅性能評価提出

住
宅
性
能
評
価
＋
⻑
期

評 価 機 関
（ベターリビング・確認サービス・住宅あんしん保証等）

設計
申請書等

図面
計算書等

⻑期
依頼書等

設計⻑期
添付図書

建設
申請書等⻑期

適合書

設計
評価書

建設
評価書

提出 評価 交付 現場
検査

提出

これが
増えるだけ

交付

所
管
⾏
政
庁
提
出

着

工

40



(例)⼀般財団法人ベターリビングHP

ベターリビング 検索

住宅性能評価をクリック住宅性能評価をクリック

41

郵送で
提出



(例)株式会社確認サービスHP

確認サービス 検索

住宅性能評価をクリック！住宅性能評価をクリック！

42

【提出方法】電⼦申請もしくは持ち込み

電⼦申請
or持込み
で提出



(例)株式会社住宅あんしん保証HP

住宅あんしん保証 検索

住宅性能評価をクリック！住宅性能評価をクリック！

43
メール(原本不要)or郵送で提出



≪参考≫⻑期優良住宅として申請する場合

技術的審査を終え、適合書が下りてきたら、
所管⾏政庁へ必要書類を提出、認定

⻑期優良住宅の技術的審査は、必ず
・ベターリビング
・住宅あんしん保証 のどちらかへ申請

【ベターリビングの場合】 郵送
（封筒に「東海木造住宅協会」と必ず記⼊）

【住宅あんしん保証】 メールもしくは東京の本部へ郵送

44



≪参考≫⼀般財団法人ベターリビングHP

ベターリビング 検索

⻑期優良住宅技術的審査
（新築）をクリック！
⻑期優良住宅技術的審査
（新築）をクリック！

⻑期優良住宅の現場確認
をクリック！！
⻑期優良住宅の現場確認
をクリック！！

45



≪参考≫ベターリビングで
⻑期の現場確認を依頼すると

ベターリビングは瑕疵担保保険の現場検査も⾏っているため、
下記法⼈の瑕疵担保保険の２回の現場検査と
⻑期優良住宅の現場確認が同時に出来ます。

住宅瑕疵担保保険は特に指定なし

・住宅保証機構㈱
・㈱日本住宅保証検査機構(JIO)
・㈱住宅あんしん保証

この３社は、
ベターリビングの検査が可能
（⻑期の現場確認の場合、瑕疵保険の

保険料・検査料は変わりません）

瑕疵担保責任保険申込時、
「検査会社はベターリビング」と、必ず伝える

46

ベターリビングへ現場確認
の申し込みを忘れずに！
ベターリビングへ現場確認
の申し込みを忘れずに！



≪参考≫株式会社住宅あんしん保証HP

住宅あんしん保証 検索

⻑期優良あんしん検査をクリック！⻑期優良あんしん検査をクリック！

⻑期優良住宅建築計画係る
技術的審査をクリック！
⻑期優良住宅建築計画係る
技術的審査をクリック！

47



≪参考≫住宅あんしん保証で
⻑期の現場検査を依頼すると

住宅あんしん保証での⻑期の現場検査は、
⻑期の技術的審査や瑕疵保険が住宅あんしん保証でなくても
検査が可能。(その分料⾦は⾼くなります)

⻑期優良住宅の技術的審査＆住宅瑕疵担保保険は
住宅あんしん保証でなくても⼤丈夫

48

瑕疵担保責任保険申込みと同時に、
⻑期優良あんしん検査の申請を⾏う

（着⼯前に申込み）



建築段階【⻑寿命型】

1．検査員による現場検査（現場確認）の前に

施工状況報告書等を用いて自主検査を⾏う

2．検査員による現場検査（現場確認）を計4回受ける

3．重要事項確認書を用いて登録設計士が共通ルールを確認

必須

49



1．自主検査 2．現場検査（現場確認）

設計通りに施工されているか施工状況報告書や施工状況確認書等で
自主検査を⾏う

現場検査（現場確認）前に自主検査

基礎配筋工事の完了時

躯体工事の完了時

内装下地張り直前工事

竣工時

4回の現場検査（現場確認）確認を受ける

50



3．重要事項確認書

交付申請後、返却された重要事項確認書に押印

共通ルールの確認は『重要事項確認書』

印

印

印

印

印印

ここへ押印

印

印

印

印

印 51



維持管理段階【⻑寿命型】

1．JBNの住宅履歴「いえもり・かるて」もしくは
他社の住宅履歴を活用して保管

2．重要事項確認書を用いて引渡し時に全てを確認

3．東⽊事務局へ実績報告の書類を提出

4．JBN「住まいの管理⼿帳」を用いてお施主様へ再度説明

必須

52



1．住宅履歴

住宅履歴を必ず保管(他社でもOK)

「住宅履歴の申込みはこちら」
をクリック！！

「住宅履歴の申込みはこちら」
をクリック！！

1物件あたりの登録料
27,000円（税込）

ＪＢＮ 検索

53

例 JBNの住宅履歴「いえもり・かるて」の場合



引き渡し時のお施主様
からの印を忘れずに！

⼀番最後に署名捺印を頂く

2．重要事項確認書

2/2ページの下側

引き渡し時、重要事項確認書の⼀番最後に
署名捺印を頂く

印 印 印 印
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3．実績報告

引き渡し後、実績報告の書類を
東海木造住宅協会事務局へ提出

東海木造住宅協会 検索

55

平成30年度
地域型住宅グリーン化事業
をクリック
↓

資料ダウンロードより
実績報告の書類を
ダウンロード

平成30年度
地域型住宅グリーン化事業
をクリック
↓

資料ダウンロードより
実績報告の書類を
ダウンロード



実績報告時に領収書の提出が必要

56

請負契約書
2800万円

領収書関係
資料

2800万円分

以下のいずれか

・印紙付き領収書の写し
・振込記録の写し
・通帳の写し

例

請負契約書と領収書関係資料の⾦額が⼀致するように請負契約書と領収書関係資料の⾦額が⼀致するように

変更契約書も含む



4．JBN「住まいの管理手帳」

（初めて取り組む工務店のみ）
JBN「住まいの管理手帳」を活用し、
住宅のお手入れの仕方等について説明

引き渡し前に、お施主様へ再度説明

重要事項確認書へ捺印

重要事項確認書の最後に署名・捺印
57



▲JBNの点検シート

引き渡し後・・・

作成した維持管理計画書を基に
点検を必ず実施！

点検シート等を用いて必ず点検

58

1・3・5・10・15・20・25・30年目の
点検時期に住宅履歴会社から案内が届く

補修すべき箇所があったら、
住まい⼿に提案、協議、承諾を得た上で
補修を⾏う

点検シート等を住宅履歴に保管



⾼度省エネ型
・認定低炭素住宅
・性能向上計画認定住宅
・ゼロ・エネルギー住宅



補助対象について【低炭素・性能向上】

60

共通ルールを満たしている認定低炭素住宅and性能向上計画認定住宅要件

《4⼾以上の⼯務店※》上限100万 《3⼾以下の⼯務店※》上限110万
（地域材加算 上限20万、三世代同居加算 上限30万）補助額

1⼯務店あたり⾼度省エネ型全部で２⼾
（年間55棟以上は⾼度省エネ型全部で1⼾）

上限
⼾数

【請負契約の場合】30年度内に請負契約書を締結
採択通知⽇以降に着⼯

【売買契約の場合】採択通知⽇〜30年度内に着⼯
実績報告までに売買契約を締結

対象
期間

三世代同居対応住宅を
1⼾でも建てると
上限3⼾となる

根切り⼯事⼜は基礎杭打ち⼯事に着⼿のこと
（地盤改良から着⼯となる）着工

配分された場合のみ

※平成27〜29年の地域型住宅グリーン化事業の実績で確認



補助対象について【ゼロ･エネルギー住宅】

共通ルールを満たし、平成28年基準で計算して
住宅版BELS認証を取得したゼロ・エネルギー住宅要件

《4⼾以上の⼯務店※》上限125万 《3⼾以下の⼯務店※》上限140万
（地域材加算 上限20万、三世代同居加算 上限30万）補助額

1⼯務店あたり⾼度省エネ型全部で２⼾
（年間55棟以上は⾼度省エネ型全部で1⼾）

上限
⼾数

・30年度内に契約書を締結した新築もしくは改修
・常時居住する⼾建住宅 かつ 専用住宅
・交付申請書提出＆着⼯許可受理後に着⼯

対象

新築は根切り⼯事、基礎杭打ち⼯事の着⼿
改修はゼロエネ住宅の⼯事に実質的にとりかかった時点着工

三世代同居対応住宅を
1⼾でも建てると
上限3⼾となる

KKJからの受理⽇

61※平成27〜29年の地域型住宅グリーン化事業の実績で確認

部材の納品⽇が着工許可
前の⽇付だと事前着工と
みなされるので注意！



三世代同居対応住宅の要件

対 象 要 件

調理室
・給排水設備と接続されたキッチン用水栓およびキッチン用シンク
・コンロまたはIHクッキングヒーター
（ガス栓か電気コンセントがある設置するスペースでも可）

・キッチン用の換気設備

浴室 給排水設備及び給湯器に接続された浴槽またはシャワーがあり
防水の措置がされていること

便所 ⼤便器があること （⼩便器のみでは要件を満たさない）

玄関
玄関扉と室内土間（土足の着脱スペースおよび収納を有し、それぞれの土間の
面積が概ね同等の場合に限る）があること
勝⼿⼝（調理室、⾞庫等に直接出⼊りするためのもの）や外側から施錠できな
い出⼊り⼝（窓等）は対象外

調理室、浴室、便所、玄関 のうち

２種類を住宅内に複数ヵ所設置

例 便所と玄関をそれぞれ2箇所設置 など 62

要件を満たしても、
間取り等が三世代同居対応
でなければ認められない

洗面器は認められない



設計段階【⾼度省エネ型】

1． 重要事項確認書を用いて住まい⼿と登録設計士が共通ルールを確認

2． 柱は県産材認証材、梁・桁・土台は地域材

3． 耐震等級2⼜は３の確保

4． ゼロエネ住宅の場合はH28基準で計算し、当協会の数値を必ずクリアする

5． 外からの視線を遮る⼯夫を施す

6． 地域資源の中から一品を施⼯

7． 地域のまちづくり協議会等が設けるガイドラインがある場合、考慮して設計

8． 材種・数量・単位が明確な⾒積書の提示

9． 維持管理計画を作成（JBNのフォーマットを参考）

10． 全国木造生産体制強化地域協議会主催の「省エネルギー技術者講習会」受講

必須
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1．重要事項確認書

東海木造住宅協会HPからダウンロード

64

印

印

印

印

印鑑は認印
(シャチハタは不可)

登録設計士は本事業に登録
している設計事務所の設計士

共通ルール確認は『重要事項確認書』共通ルール確認は『重要事項確認書』

印 印



2．地域材について

65

ぎふ証明材、ぎふ性能表示材、あいち認証材、
三重の木、あかね材

ぎふ証明材、ぎふ性能表示材、あいち認証材、
三重の木、あかね材、合法木材

柱 → すべて県産材認証材
梁・桁・⼟台 → 基本的にはすべて地域材

を必ず使用

県産材認証材
(柱)

地域材
(梁・桁・⼟台)



図面等を用いてお施主様と使用する材料を協議

お施主様、登録設計士が重要事項確認書へ捺印

使用する材料が決定次第
「東海温故創新の家 設計確認 打ち合わせシート」
を用いてプレカットの打ち合わせをする

「木拾い表」、「地域材使用量確認表【計画】」を
流通業者が作成

2．地域材について 【流れ】
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3．耐震等級について

67

許容応⼒度計算もしくは壁量計算により
耐震等級2又は3を確保

耐⼒壁計算⽅法 基礎チェック⽅法 横架材チェック⽅法

① 品確法の壁量計算 基礎スパン表 横架材スパン表

② 品確法の壁量計算 基礎スパン表 許容応⼒度計算

③ 許容応⼒度計算 許容応⼒度計算 許容応⼒度計算

▼評価⽅法は下記①②③のいずれかの⽅法▼

※2013年2⽉より岐⾩県木材協同組合連合会「岐⾩県産スギ横架材スパン表」は使用不可
地震保険等を利用する場合…
第三者機関で住宅性能証明書等を取得する必要がありますので、ご注意ください。



3．耐震等級について【流れ】

68

設計事務所の設計士が許容応⼒度計算⼜は
壁量計算を⾏い、耐震等級２⼜は３を確保

計算書等を用いてお施主様へ確認

お施主様、登録設計士が重要事項確認書へ捺印



4．クリアすべき数値【ゼロ・エネルギー住宅】

クリア
すべき数値

適用申請書

6地域 5地域 4地域

太陽光を除くエネルギー削減率 R0（％） 20 25 24 25

全体エネルギー削減率 R（％） 100 101 103 101

外⽪平均熱貫流率 UA（W/㎡･K） 0.6 0.6 0.6 0.6

69

下表の数字を必ずクリアするように設計

ゼロ・エネルギー住宅の場合のみ
平成28年基準で計算して
下表の数字を必ずクリアするように設計



▼外からの視線を遮る⽅法を事務局から指定した⽅法から選択▼

その他、住まい⼿と協議し、決定でも可

5．外からの視線を遮る工夫を施す

70

外からの視線を遮る方法を住まい手と決定

・格子の設置 ・生垣の設置
・植栽の計画 ・すだれ・よしず掛の設置
・窓の⾼さ・向きによる⼯夫 ・窓の開閉⽅向による⼯夫
・外付けルーバーの設置
・すど・内障子・カーテン・ブラインドの設置



5．外からの視線を遮る工夫を施す【流れ】

71

選択肢について話し合う

⽴面図もしくは建具表に具体的な施⼯⽅法を記載し
お施主様へ説明

お施主様に納得して頂いたら決定

お施主様、登録設計士が重要事項確認書へ捺印



6．地域資源の選定

72

中小企業地域資源活用促進法に基づく
地域資源の中から一品を選び施工

美濃和紙、美濃焼、⻄濃⼤理⽯ 等
三州⽡、瀬⼾焼、常滑焼 等
四⽇市萬古焼、伊賀焼、伊勢形紙 等
⻑浜ガラス、信楽焼、⼋幡⽡ 等

（その他、住まい⼿と協議し、決定でも可）

(例)愛知県の⼯務店様が岐⾩県で建築する場合…
岐⾩県の地域資源を一品施⼯

岐阜県
愛知県
三重県
滋賀県



6．地域資源の選定 【流れ】

73

選択肢について話し合う

選択肢以外で、県で指定されている地域資源を選択
する場合、地域資源活用のHPから検索
（東海木造住宅協会HPからもリンク）

平面図もしくは特記仕様書に具体的な施⼯⽅法を記載、
お施主様へ説明

お施主様に納得して頂いたら決定

お施主様、登録設計士が重要事項確認書へ捺印



6．地域資源活用の例
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7．まちづくり協議会等が設けるガイドライン

75

各地域のまちづくり協議会(任意団体)等があり、
デザインや住まい⽅に関するガイドラインがあるか確認

お施主様に説明する

確認したらお施主様、登録設計士が重要事項確認書へ捺印

各地域のまちづくり協議会(任意団体)等があり、
デザインや住まい方に関するガイドラインが
ある場合、住まい手に説明する



7．まちづくり協議会等が設けるガイドライン
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▼岐⾩市▼例 ▼一宮市三条地区▼



8．⾒積もり

77

お施主様に説明し、納得して頂いたら決定

お施主様、登録設計士が重要事項確認書へ捺印

⾒積もりは一式表⽰ではなく、
材種、数量、単価を明確に表記



▲JBNのフォーマット

9．維持管理計画書の作成

維持管理計画書を作成
（JBNのフォーマットを参考）

点検計画を作成

維持保全計画書を基に
お施主様へ説明

重要事項確認書に捺印して頂く

指定はないが、JBNのフォーマットを使用する方は
東海⽊造住宅協会HPからダウンロード
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10 .「省エネルギー施工技術者講習会」

79

全国⽊造生産体制強化地域協議会主催の
「省エネルギー施工・設計技術者講習会」を受講

24年以降に受講していればOK



設計段階【⾼度省エネ型】

80

任意

1． 卓越風の解析等を基に開⼝部の位置を協議し、決定

2． 岐⾩・愛知・三重・滋賀の建材流通店から購⼊した建材を推奨する

3． 住宅⾦融⽀援機構監修、住宅⾦融普及協会発⾏の「木造住宅⼯事仕様書」

に基づき仕様を定める

4． 当協会主催の「後継者塾or右腕育成塾」と「営業⼒向上委員会」に参加

5． 事例発表会や現場⾒学会に参加し、木材製品の製造や加⼯業におけるリードタイム

短縮や仕掛け品の圧縮への取組みについて実体験し、建築現場で取り組む

6． 和室や畳を設計になるべく取り⼊れ、襖をなるべく設置

7． 愛知県で建築する物件は三州⽡をなるべく使用

8． 美濃和紙等の和紙を利用する場合はなるべく障子紙として使用



申請段階【⾼度省エネ型】

1．契約後すぐに東木事務局へ交付申請の書類を提出

2．認定低炭素住宅は、評価機関へ技術的審査書類を
提出し、所管⾏政庁にて認定を受ける

3．性能向上計画認定住宅は、評価機関へ技術的審査
書類を提出し、所管⾏政庁にて認定を受ける

4．ゼロ・エネルギー住宅は、住宅版BELS評価
申請書の評価機関へ提出

81

指定なし

必須

指定なし

指定なし

今年度
から



1．交付申請 【流れ】

補助⾦交付申請の書類を提出

問題がなければ、 東木事務局から受理証をFAX

認定申請 (認定低炭素住宅・性能向上計画認定住宅の場合)

着⼯可能

契約後すぐに補助⾦交付申請の書類を
東海⽊造住宅協会の事務局へ提出
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ゼロエネ住宅の場合は
BELS申請前に着工可能



申請者

2.3．手続きの流れについて【低炭素・性能向上】

評 価
機 関

認定申請

申請書
図面
計算書等

所管
⾏政庁適合証

申請書
図面
計算書等

認定低炭素住宅・性能向上計画認定住宅は、申請の⼿続きはほぼ同じ

着⼯可能※

※⾏政に確認した上で着⼯して下さい。

適合証発⾏

技術的審査依頼

認定書 控え

認定

⾏政によっては
「適合証」を認
定申請に活用で
きない場合があ
りますので事前
に確認してくだ
さい。

着工とは
根切り工事又は
基礎杭打ち工事
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相談
基本⽅針について性能向上計画認

定住宅のみ



2.3.(例)ベターリビング【低炭素・性能向上】

84

技術的審査書類を評価機関へ提出

【認定低炭素住宅】
低炭素建築物等技術的審査をクリック
【認定低炭素住宅】
低炭素建築物等技術的審査をクリック

ベターリビング 検索

【性能向上計画認定住宅】
建築物省エネ法に基づく性能向上計画
認定(30条)の技術的審査をクリック

【性能向上計画認定住宅】
建築物省エネ法に基づく性能向上計画
認定(30条)の技術的審査をクリック



2.3.(例)確認サービス【低炭素・性能向上】
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技術的審査書類を評価機関へ提出

【認定低炭素住宅】
低炭素建築物をクリック
【認定低炭素住宅】
低炭素建築物をクリック

【性能向上計画認定住宅】
建築物省エネ法30条認定をクリック
【性能向上計画認定住宅】
建築物省エネ法30条認定をクリック

確認サービス 検索



2.3.(例)住宅あんしん保証【低炭素・性能向上】
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技術的審査書類を評価機関へ提出

【認定低炭素住宅】
低炭素建築物新築等計画に係る
技術的審査をクリック

【認定低炭素住宅】
低炭素建築物新築等計画に係る
技術的審査をクリック

【性能向上計画認定住宅】
性能向上計画認定に係る
技術的審査業務をクリック

【性能向上計画認定住宅】
性能向上計画認定に係る
技術的審査業務をクリック

住宅あんしん保証 検索



4．住宅版BELSについて
（Building-Housing Energy-efficiency Labeling System）

【C】

【A】
断熱強化

&
設備性能
向上

本事業のゼロ・エネルギー住宅

基準エネルギー消費量

【B】

太陽光
発電 等

一次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

0

太陽光を除くエネルギー削減率（R0）
= A / C ×100

申請者

評
価
機
関

申請書
図面
計算書等

評価書交付

事前相談

控え

申請

質疑

是正・回答
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4．(例)ベターリビング【ゼロエネ】

88

BELSの申請書類を評価機関へ提出

ベターリビング 検索

BELS(建築物省エネ性能表⽰制度)
に係る評価をクリック
BELS(建築物省エネ性能表⽰制度)
に係る評価をクリック



4．(例)確認サービス【ゼロエネ】
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BELS評価申請書を評価機関へ提出

確認サービス 検索

BELSをクリックBELSをクリック



4．(例)住宅あんしん保証【ゼロエネ】
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BELS評価申請書を評価機関へ提出

住宅あんしん保証 検索

建築物省エネ性能表⽰制度
(BELS)評価業務をクリック
建築物省エネ性能表⽰制度
(BELS)評価業務をクリック



建築段階【⾼度省エネ型】

１．重要事項確認書を用いて登録設計士が共通ルールを確認

91

必須



印

印

印

印

印 印

1．重要事項確認書

交付申請後、返却された重要事項確認書に押印
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ここへ押印

共通ルール確認は『重要事項確認書』

印

印

印

印

印



維持管理段階【⾼度省エネ型】
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1．重要事項確認書を用いて引渡時に全てを確認

2．東木事務局へ実績報告の書類を提出

必須



引き渡し時のお施主様
からの印を忘れずに！

一番最後に署名捺印を頂く

1．重要事項確認書

2/2ページの下側
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引き渡し時、重要事項確認書の一番最後に
署名捺印を頂く

印 印 印 印



2．実績報告
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引き渡し後、実績報告の書類を
東海⽊造住宅協会事務局へ提出

東海木造住宅協会 検索

平成30年度
地域型住宅グリーン化事業
をクリック

↓
資料ダウンロードより
実績報告の書類を
ダウンロード

平成30年度
地域型住宅グリーン化事業
をクリック

↓
資料ダウンロードより
実績報告の書類を
ダウンロード



▲JBNの点検シート

引き渡し後・・・

作成した維持管理計画書を基に
点検を必ず実施！
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維持保全計画書を基に
点検シート等を用いて必ず点検

補修すべき箇所があったら、
住まい⼿に提案、協議、承諾を得た上で
補修を⾏う



エントリーシート

採択が発表されたら
必ずFAXでエントリー！
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次回の講習会
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⽇ 時 内 容 説明者

８月９⽇（⽊）
13：30〜16：00予定

地域型住宅グリーン化事業 補助⾦
交付申請書類や実績報告書類の
書き⽅説明

東海木造住宅協会
事務局


